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進む市内学校の統廃合
新年度が始まったが、京都市内では学校の統廃合が進んでいる。
この３月末には多くの小学校、中学校で統廃合が行われた。左京
区の鞍馬小学校は廃校になり、隣接の市原野小学校に統合される。
北区の柏野小学校は上京区の翔鸞小学校と統合される。西京区
の竹の里小学校は西陵中学校と統合される。伏見区の小栗栖宮
山小学校、石田小学校、小栗栖中学校でも閉校式が行われた。
＜解説＞京都市内では、少子化が進み多くの小学校で閉校、統合

が進んでいる。今回閉校になった鞍馬小学校は明治８年の創設。
約150年の長い歴史に終止符を打った。最盛期は大正時代で210
名の在校生があり、昭和30年代は180名だったが、ここ数年入学
生徒はゼロだった。北区の柏野校は86年の歴史を終える。高齢

化が進む柏野地区だが、隣接する上京区の小学校と統合される。
付近は西陣の織物事業者のメッカだが、近年は西陣織も衰退し、
新しい若い世帯が移住してくることは少ない。いずれの小学校も
数年前から告知されている閉校なので、混乱はないとはいうもの
の、伝統の番組小学校がどんどん閉鎖されるのは悲しい現実だ。
最初は中京区、下京区の市内中心部からの人口の流出が相次

右京区、西京区などの従来周辺の住
宅地での小学校の閉校にまで進んで
いる。このまま小学校の閉校現象が
進むと、市内中心部での小学校は極
端に少なくなり、中心部から子供がい
なくなるという現象も現実味を帯びて
くる。一方では、御池通りを中心に高
層マンションの開発が進み、御所南
小学校がリニューアルし、それでも足
りなくなり河原町丸太町に廃校中の
小学校がリバイバルした。偏重した
人口の増減が小学校の運営の難しさ
を象徴している。今後も少子化の進
展に伴い、多くの学校の統廃合が予
定されている。逆に、小中一貫校の
誕生というメリットもある。逆境をチャ
ンスに変える発想が求められる。

ぎ、古い番組小学校がどんどん閉鎖された。明倫小学校、柳池小学校などの中心部有名校が閉鎖された。
それぞれ別の目的の施設に衣替えして、漫画ミュージアムなどの人気施設に衣替えしている。立誠小学
校は、先斗町のど真ん中にあり、ホテルに変身した。あるいは、時代の流れで老人施設になった学校もあ
る。市内中心部では、どんどん少子化が進み、入学者数の減少が止まらない。最近では、左京区、北区、
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